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ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料 新地町教育委員会

○ 学校での学習
【デジタル教材・利用可能コンテンツの活用】
【自作教材のオープン化】
【児童生徒の学習履歴管理と活用】
【総合的な学習でのＡＲコンテンツ活用】
【食育講演会・食育講座・大学講座配信】

○ 家庭でのタブレットＰＣを使った持ち帰り学習
【eライブラリ等による家庭学習の充実】
【反転授業・学習履歴の活用】

○ 遠隔地との協働学習・遠隔学習
テレビ会議システムを活用した交流学習
【自転車旅人西川氏コーディネートによる海外との交流授業】
【２６年度は京都府福知山市内各小学校・町内各小中学校】
【食育指導・新地町に栄養教諭は一人】
【特別支援学級在籍児童･生徒、不登校生徒教育相談】

家庭におけるインターネット接続環境

・携帯電話及びスマートフォン以外にイン
ターネットに接続できる環境がありますか

75%

25%
はい

いいえ

【「先導的学習支援」を支えるクラウド活用】
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新地町の現状と取り組み

国語
○ 町内４小・中学校全てが，「話す・聞く」領域での正答率が低い。
○ コミュニケーション能力の育成や話を聞く態度を養うことが課題
○ 問題演習量が少ない。

算数･数学
○ 基礎的・基本的な学習内容が定着していないため，正答率が低い。
○ 小中学校とも反復学習，家庭学習（宿題） に課題有り。
○ 問題演習量が少ない。

○ ２時間以上、メディアと接触している子どもたちが４０％
○３時間以上、メールやネットを利用している子どもたちが２５％

震災以降、携帯所持率が高まるとともに状況が悪化。
○ 携帯以外のネット接続率７５％（携帯は多いが。）

津波被害等による仮設住宅等入居
１１７名／７２７名（ ４月）

（小学校８６名 中学校３１名）
６８名／７３０名（１２月）

区域外就学（２６年度）
双葉郡，南相馬市等より本町へ６３名（１割）

（小学校５１名 中学校１２名）
津波等の直接的被害 児童生徒の２割

全国学力学習状況調査
１０段階公表・図は国Ｂ）

教員の授業力・指導力向上は喫緊の課題

新地町教育委員会

ドリーム
スクール

【「先導的学習支援」を支えるクラウド活用】
ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料
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○ 学校での学習
新地町教育委員会

【これまでの取り組み】
ＩＣＴ支援員との協働作業による

デジタル教材の作成

小学校教員によるデジタル
資料集の作成
（わたしたちのまち 新地）

小学校教員による家庭学習用
問題集のデジタルコンテンツ化
（Html5t 化を含めてどのような形式でアップするのが良いか検討中 EPUB）

ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料

【AR．drone2.0 本体の写真】

「AR．drone2.0」 の画像はウィキペディアより引用
（http://en.wikipedia.org/wiki/Parrot_AR.Drone）
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・通信環境を利用しないデジタルコンテンツによる家庭学習でのＴＰＣ活用
・ＩＣＴ支援員（１１名配置）との協働作業による授業構築・デジタル教材作成
・ＩＣＴ活用発表会による教員の授業力向上と他地域への活用事例紹介

Ａ 新地町ＩＣＴ研究協議会を中核としたＩＣＴ教育体制の構築
・ＩＣＴグランドデザイン、情報収集、進捗状況確認、評価

Ｂ 町内各小中学校を結ぶ共通イントラネット・クラウド環境・ＬＭＳの構築
・町内小中学校共通イントラネットによる情報共有

Ｃ 学習・教育クラウド・プラットフォームを活用した家庭学習
・反転授業 ・家庭学習の充実、MOOCs型教材（学校での授業、食育講座、食育講演会）

Ｄ クラウドを活用した教員の自作教材・素材の共有
・オープン教材のライブラリ化・アーカイブ化 ・指導方法の開発

Ｅ ＩＣＴを活用した児童生徒のケア・不登校時等の教育・学習支援
・テレビ会議システムによる教育相談・授業、学習内容配信・指導助言、連携

Ｆ ＩＣＴを活用した交流学習
・目的を持った交流学習の確立、指導方法の開発と改善

Ｇ ＬＭＳとＣＳＣＬの活用
・児童生徒管理と学習履歴の管理･活用

Ｈ 教職員の研修体制の構築
・ ＩＣＴ活用発表会による指導力向上、先進地域での研修

事業概要

【学校･家庭･地域が連携したＩＣＴ教育】
・ＯＳに依存しない教育クラウドの構築による学校情報の管理･活用（ＬＭＳによる児童生徒の学習履歴管理と校務支援による学校情報の一元管理）
・ＩＣＴを活用した家庭学習の常態化、反転授業の普及、ＩＣＴ活用による授業の標準化 ・総合的な学習におけるＡＲコンテンツの利活用と能動的な地域理解と情報発信
・先導的学習支援から個々の児童生徒の能動的学習へ

テーマ「震災を乗り切るＩＣＴ活用の先導的学習支援」
概要
Ⅰ ＯＳに依存しないクラウドを活用した学習コンテンツによる家庭学習（反転授業の内容を含む）の充実と学力向上
Ⅱ クラウドを活用したデジタル教材（オープン教材）の共有化とＩＣＴ授業実践及び新地町作成の学習用教材（小学生用問題集「ちから」、美文朗誦等）をデジタルコンテンツ化して活用
Ⅲ ＩＣＴを活用しての多面的な心のケアと支援（テレビ会議システム、ＳＮＳ・・・）
Ⅳ クラウドを活用したＬＭＳによる児童生徒の学習履歴管理と校務支援 Ⅴ ＩＣＴを活用しての非常変災時の早期対応と授業実践
Ⅵ クラウドを活用した子どもたちによるＡＲ－コンテンツ作成（総合的な学習の時間）と新地町との連携

取組の特色（ポイント）

（文部科学省での説明資料）

・家庭学習（反転授業を含む）を意図的･計画的に充実させての学力向上
・震災以降の多面的な心のケア、適切な情報モラルの定着、家庭との連携
・ＩＣＴを活用した授業の指導力向上、他地域への普及、県教委及び地域との連携
・児童生徒の学習履歴の積極的活用と一元管理

これからの課題

（実施体制図）（実施体制図）

本事業で実現する新たな教育体制のビジョン

これまでの取組の現状

新地町教育委員会ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料
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提案者名 福島県新地町

提案内容
□ 募集内容①
□ 募集内容②

テーマ「震災を乗り切るＩＣＴ活用の先導的学習支援」
を支えるクラウド活用

ⅠＯＳに依存しないクラウドを活用した学習コンテンツによる家庭学習
（反転授業の内容を含む）の充実と学力向上

Ⅱ クラウドを活用したデジタル教材（オープン教材）の共有化とＩＣＴ授業実践
Ⅲ クラウドを活用しての多面的な心のケアと支援（情報共有）･遠隔学習
Ⅳ クラウドを活用したＬＭＳによる児童生徒の学習履歴管理と校務支援
Ⅴ クラウドを活用しての非常変災時の早期対応と授業実践
Ⅵ クラウドを活用した子どもたちによるＡＲ－コンテンツ作成

（総合的な学習の時間）と新地町との連携）

【学校･家庭･地域が連携したＩＣＴ教育】
○ＯＳに依存しない教育クラウドの構築による学校情報の管理･活用
（ＬＭＳによる児童生徒の学習履歴管理と校務支援による学校情報の一元管理）

○ＩＣＴを活用した家庭学習の常態化、反転授業の普及、ＩＣＴ活用による授業の標準化
○総合的な学習におけるＡＲコンテンツの利活用と能動的な地域理解と情報発信

◎先導的学習支援から個々の児童生徒の能動的学習へ

新地町教育委員会ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料
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提案者名 福島県新地町

提案内容
□ 募集内容①
■ 募集内容②

※ ①又は②のい
ずれかをチェック。

Ⅱ クラウドを活用したデジタル教材（オープン教材）の共有化とＩＣＴ授業実践

教員同士の教材共有による質の高い授業の展開
児童生徒についての情報交換によるサポート体制の構築
・ 教員が作成した教材や収集した資料の共有
・ 児童生徒一人ひとりの学びの特性情報の共有

小学校で取り組んだことが
わかるから授業が組み立て
やすいぞ。次の授業の発問
はこうしよう。

今度の新入生の学習状
況や特性がわかるから、
各教科でサポートすべき
生徒がわかりやすいな。

・ 小小連携、小中連携による質
の高い授業の展開

・ 児童生徒ごとの学びの特性理
解による中一ギャップの解消

B小学校の算数の取り組

みは素晴らしいわね。参考
にして自分の授業を工夫し
ましょう。お礼に私の資料
もUpしましょう。

学習
プリント

A小学校 B小学校

C小学校

A中学校

学習教材
各生徒の
学習状況

情報モラルの授業を
したいな。A中学校の

技術の先生に聞いて
みよう。

~~~~~~
~~~~~~

メッセージ機能

部活動の生徒の模
範動画をUpしてくれな

いか、中学校にお願
いしてみよう

校内研究の資料を
各小学校でUpしたら、

研究が深まるんじゃな
いかな。声をかけてみ
よう。

クラウド環境下におけるグループウェア
を利用した各学校の連携

新地町教育委員会ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料

6



デジタル教材・利用可能コンテンツの活用とオープン教材利活用
食育講演会・食育講座・大学講座配信

体育における動画を
教材化子どもたちは
自分の動きと比較

オープン教材として利活用

ICT支援員との協働作業
によるデジタル教材
の作成

デジタル教科書
と連動できる
デジタル教材

食育講演会・講座
明治大学講座・各種講演・講座

保護者、地域の皆さん

MOOCs型

子どもたちの作品の
アップと保護者から
のメッセージ

自作デジタル教材と指導案・
デジタル教材の活用上の注意

○ 学校での学習
新地町教育委員会ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料
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○ 学校での学習
新地町教育委員会

僕が調べる内容はA
だったな。かなり内容
が多いな。しっかりま
とめよう。

隣の○○小のA班
が僕たちと同じように
地域について調べて
いるみたいだ。お互
いの調べたことを交
流させよう。

昨年の先輩たちが
調べた内容を、僕た
ちはもっと深く掘り下
げて調べてみよう。

デジタル
壁新聞

過年度の
学習記録

私が調べる内容はB
だったわね。はやく終
わりそうだから、Fにつ
いても調べておこう。

どうしよう。私
の調べるCの内

容が見つから
ないわ。

Cの内容を調べる子

が少し遅れているみた
いだな。補助的な資料
を渡してあげよう。

○○小の生徒と交流し
て調べたいみたいだな。
グループウェアを利用して
○○小の先生と連絡を
取っておこう。交流は掲示
板かテレビ会議を使おう。

A

C

B

F

A

C

B

F

レポート
の提出

・ 他者との合意形成による知識
の練り上げ

・ データ管理による適切な支援

児童生徒の学習履歴管理と活用
・ 学習に関するデータの蓄積及び管理
・ 協働学習による「知」の止揚

ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料
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新地町立福田小学校（例） ～くるめがすりの家～

案内板に端末をかざす。くるめがすりの家の内部の構造や子ども
たちが調べた歴史や資料等が見える。

津波で流失した跡地にて、外観と内観（白黒）を再現
子どもたちが調べた歴史や資料が見える。

新地町立新地小学校（例） ～観海堂～津波で流失

・遠藤新の作品（新地町出身）
・昭和６年に東京都武蔵野市に建築
・建設界から保存運動に伴い、新地町に移設保存

・１８７２年（明治５年）県内初の共立小学校
・平成２３年３月１１日津波にて流・消失

～くるめがすりの家～

～観海堂～津波で流失

～観海堂～内部の様子

子ども達によるARコンテンツ作成

調べ学習

観海堂跡地

○ 学校での学習

総合的な学習でのＡＲ－コンテンツ活用

児童生徒による学びの成果を発表する場及びそれによる地域の活性化
○学ぶ目的の明確化及び意欲の向上○対象を意識した発表による思考・判断・表現力の向上
○総合的な学習の時間で子どもたちが作成○保護者だけでなく地域の方、観光客にも利活用

新地町教育委員会ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料
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ＡＲ－コンテンツ作成

新地町立尚英中学校（例）

～昔の街並み再現～

新地町のことをよくまとめてい
るな。それに観光に来る人に
とってもわかりやすいし、地元の
人も楽しく見ることができるな。

遺跡の看板や町内マップ、
Webサイトや広報のQR
コードを読み取ると、子ど
もたちがまとめたものを見
られるのか。おっ、ここでは
子どもが説明している動画
も見られるぞ。

・ 明確な利用目的による学習に対す
る意欲の向上

・ 利用者を考えた表現方法の工夫
デジタル
壁新聞

私たちの新地町

調べ学習
発表動画

～観海堂～津波で流失

記録画像
記録動画どんな表現なら、わかりやす

いかな。私は動画のほうがい
いと思うよ。セリフを決めてみ
んなで撮影しようよ。

私たちが調べた内容をみん
なに見てもらえるの？よしっ、
新地町がすごくいい町だって、
紹介しようよ。

現在の様子

○学校での学習

新地町教育委員会ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料
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新地町教育委員会

○ 学校での学習

総合的な学習でのＡＲ－コンテンツ活用

２月９日の授業
（新地町立福田小学校）
１／２成人式 保護者にメッセージを贈る。

【SkypeによるＡＲ研修会】

児童家庭学習用問題集
外国語での活用
「音声が出る。」

ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料
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タブレットPCを持ち帰る
ことが家庭学習に役立ち
ましたか。

新地町教育委員会

○ 家庭でのタブレットＰＣを使った持ち帰り学習

中間テストの数学で下位２０名
の生徒の期末テストでの変化を
調査

下位２０名のうち、タブレットＰＣの数学のデータを利用して学習し、
役に立ったと回答した生徒は１６名
・偏差値があがった生徒は１０名
・偏差値に変化がなかった生徒は３名

・偏差値が下がった生徒は３名

ＰＣのセキュリティー・情報モラルの観点から
本年度は、小学校では実証クラスを決めて、
家庭学習のために持ち帰る。他のクラスでは、
始業前、昼休み、放課後にて模擬家庭学習。
保護者に使用マニュアルを提示し、保護者説明会
を開催して全面実施に移行する。

【これまでの取り組み】

数学ビデオ 理科ビデオ

ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料
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登校できない児童生徒
の学習教材・学習支援

放課後自主学習会
長期休業中学習会

学校での授業

学習履歴の活用
・反転授業の学習資料提示家庭学習（OS・場所を選ばない）

個人の進度に応じたレベル別学習

担任による学習履歴確認

保護者による学習状況確認

クラウドに置いた
家庭学習用コンテンツ

資料に基づいての
保護者との情報共有

反転授業・学習履歴の活用（１）
「タブレットPCの持ち帰り」による家庭学習の充実・学習習慣の確立
・家庭学習用問題集や自作デジタル教材、プリントなどのライブラリ化・アーカイブ化
・MOOCs型のデジタル教材活用、反転授業

新地町教育委員会

○ 家庭でのタブレットＰＣを使った持ち帰り学習

ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料
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○タブレットＰＣ持ち帰りによる家庭学習の充実・学習習慣の確立
●クラウドコンピューティングと連動させ，ＬＭＳ機能を持たせた「家庭学習用コンテンツ」と

「新地町教育委員会で作成した家庭学習用問題集」、教員が自作したデジタル教材やプリ
ントなどをアップ，各家庭のＩＣＴ端末やタブレットＰＣから入力できるようにすることで，
教員の支援・児童生徒の相互学習を可能とし，家庭学習の充実に資する。

授業の動画や実験の動
画などのコンテンツ

家庭学習用問題集やプリント

学習履歴、学習成果物、達成状況の記録

次の授業では、話し合い
活動を充実させたいな。思
考のきっかけになる動画を
視聴するように指示しよう。
プリントもUpしておこう。

AさんとBさんは、基本問題につまず
いているから支援が必要ね。Cさんは

理解しているようだから発展問題を準
備しておきましょう。

Dさんの進度が遅れているようね。

声かけをして、つまずいているところ
が無いか確認してみましょう。Fさん

から質問が来ているわ、良い質問だ
から授業で取りあげて、みんなで考
えてみましょう。新しい単元になったから

ポイントを説明した動画を
Upしておこう。復習に役立
てて欲しいな。

テストが近いから、これ
までの授業のポイントを
動画で確認しておこう。

今日の宿題は問題
集85ページだったな。

解答を送信しておこ
う。

恥ずかしくて、みんなの前で
は聞けなかったけど、わからな
かった所を質問しよう。

問題集は何度も取り
組めるし、動画も自分
のペースで見られる
から勉強しやすいな。

・ 個に応じた支援のための学習
履歴の把握

・ 予習や復習の支援、反転授業
のための学習資料の提示

・ 学習者の理解度に合わせた学
習資料の利用

・ 課題に対して、深く思考する時
間の確保

新地町教育委員会

○ 家庭でのタブレットＰＣを使った持ち帰り学習
反転授業・学習履歴の活用（２）

ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料
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○ 持ち帰ったモバイルルータを自宅にあるＰＣ，ゲーム機，スマートフォンなどへは接続制限
【解決案】モバイルルターに接続するＩＤとパスワードを公開しない。

学校に接続できる固定ＩＰアドレスをモバイル・ルーターに設定し，
学校から持ち帰ったタブレットＰＣにしか接続できないようにする。

○ 持ち帰ったタブレットＰＣを家庭でインターネットに接続するとき接続制限（接続先サイト）

【解決案】Windows機はファミリーセーフティ（microsoft無料ソフト）を使用

ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料 新地町教育委員会

○ 家庭でのタブレットＰＣを使った持ち帰り学習
反転授業・学習履歴の活用（３） 課題

○ Webからファイルをダウンロードができないようにする。

持ち帰りの様子 数学の授業動画
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授業以外での活用

じっくり学習できる安心感。
学習履歴と質問機能も
生かせる。

長期休業中のトライ塾
【新地町教育委員会主催の学習会】
との連動

登校後の朝学習
【自学自習】での活用

あらゆる場面での活用
【学校･家庭･図書館】

雨天時における
休憩時の過ごし方

放課後の学習会【学習教室】
での活用

新地町教育委員会

○ 家庭でのタブレットＰＣを使った持ち帰り学習
eライブラリ等による家庭学習の充実

ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料
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学習の遅れが心配だった
けど、授業の動画を見て、
学習プリントに取り組める
から安心だな。

病院にいるAさんに今日の

授業の動画と学習プリントを
送ろう。Bさんには、行事につ
いて知らせてあげよう

学習に困難のある生徒
については連絡帳でやり
取りしていたけど、これな
ら画像つきでやり取りでき
るから、学校の取り組みを
理解してもらいやすいな。

・ 教員・保護者・関係機関による
手厚いサポート体制

スクールカウンセラー
ソーシャルワーカー

もうすぐ○○の行事が
あるのか。みんなからの
メッセージも届いている
し、ちょっとだけ行ってみ
ようかな。

先生から子どもの生活の
様子が便りで届いている
わ。画像つきでわかりやす
いわね。カウンセラーの先
生とも仕事を休まずにやり
取りができて、とってもいい
わ。

先生方や保護者とテレビ会議システム
で相談をすれば、急な相談にも対応でき
るわ。
そうそう、Aさんへの返事を書き込んで

おきましょう。

学習
プリント

授業の動画 メッセージ機能

~~~~~~
~~~~~~
~~~~~~

・ 学習内容（学習プリントや授業動画）の配信
・ 教育相談の充実と関係機関・保護者との連携

特別支援学級在籍児童･生徒、不登校生徒教育相談

○ 遠隔授業

新地町教育委員会ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料
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テレビ会議システムを活用した授業
２台のモニターを使っての授業・４元中継
子どもたちは画角を気にして臨んでいる。

交流学習での課題
交流先との事前打ち合わせ，
発言についての情報モラル指導，
交流の意義の明確化

新地町～東京～バンクーバー～オーストラリア

学習（国際交流）コーディネーターの活用

遠隔学習の要素をプラス
授業者の意図が明確になる。
評価が互いにできる。
子どもたちも、より主体的に参加
できるのでは？
【３月４日に食育指導で試行】

ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料 新地町教育委員会

○ 遠隔授業
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クラウドを活用しての多面的な心のケアと支援

○クラウド上に置かれた学習内容（学習プリントや授業動画）の配信

担任や養護教諭等からのメッセージ配信等，さまざまな関わりを通して継続的支援
●家庭との情報交換，学習資料や児童生徒資料の他、写真や動画等の映像資料も家庭へ

「学校の学び」を継続し、家庭での取り組みを可能とする。
○クラウド上に置かれた個別の教育支援計画・指導計画（映像資料含む）を通して、家庭や関係機関と連携強化

●支援を行う者・機関等において，支援計画・指導計画の引き継ぎを容易にする。
●幼児期から卒業後まで一貫した的確な支援体制。参考動画や写真をもとにより効果的な指導が可能となる。

○テレビ会議システムによる教育相談
●スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等との面談をタイムリーに実施
現状では、勤務時間や保護者の時間確保が困難な場合が多数有り）

特別支援学級での指導
各家庭

医療機関
福祉関係

配慮が必要な
児童生徒

登校できない
児童生徒

学習内容発信・履歴の追求

個別の指導計画
個別の支援計画

学 校

スクールカウンセラー
スクールソーシャルワーカー

学習支援
心のケア

家庭と連携

新地町教育委員会ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料
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提案者名 福島県新地町

提案内容
□ 募集内容①
■ 募集内容②

※ ①又は②のいずれ
かをチェック。

Ⅴ クラウドを活用しての非常変災時の早期対応と授業実践
非常変災時おける緊急メール等の一斉送信
自宅待機中の授業実施・健康状態・学習状況・履歴確認

サーバーＡ
メール／
スケジュール
各種通達の配信

サーバーＢ
危機管理ポータル
児童生徒･保護者への
情報発信
教職員への情報発信

災害対策本部
新地町
新地町教育委員会

サーバーＣ
テレビ会議システム
緊急時の一斉同報
（メール併用）

授業や会議の様子を
パノラマ画面で配信
可能な装置・システム

通達受信・危機管理
ポータルの確認
自宅待機中の学習
コンテンツのやりとり
学習履歴確認

意思決定者
意思決定者

対策会議等に自宅から参加

インターネット

管理者 教職員 児童･生徒・保護者

外出自粛対象者・避難所入所者

ＷＡＮ

在宅あるいは離れた
地域からも円滑参加

新地町教育委員会ＩＣＴドリームスクール懇談会説明資料
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